　「Guylaine's Architecture of the Second Empire」訳本

　「Guylaine著述：第２帝国に於ける建築様式」

　著者：不明

　〔これは、Guylaine Marilieの手になる、時代おくれではあるが面白おかしく書かれた、挿絵が豊富に用いられた、後期Dwemer建築に言及する書物である。第２帝国に於ける接近と守備〔approaches and defenses〕の様式について描写している、“４つの試練”〔"Four Tests"〕という共通の公的慣習について言及している、その章から抜粋を取った。また、本書によれば、Telvanniは、彼らの塔に対する守備と接近に於ける美的要素として、この４つの試練の慣習を採用した。〕

　「多数のパターンは微妙であるか隠れているものであるという理解に基づいて、〔接近と守備を〕行う前に、〈パターンの試練〉〔Test of Pattern〕に於いて、観察者はパターンを吟味して分析する必要が存在する。」
　「如何なるパターンも知覚されない時には、〈無秩序の試練〉〔Test of Disorder〕に於いて、観察者は体系的に手続を実行する必要が存在する。多数の事柄を為すべきことが観察者に分かる時には、特定の秩序に沿うことなく、その手続は、あらゆる為されるべき事柄を認知して整理することであり、そして、その事柄の１つを果たしたら直ぐに、その事柄が何時いかにして為されたのかを思い出すことである。例えば、ある物の最初の位置も、そして、その物の新しい位置も、観察者は覚えていなければならない。」
　「〈回避の試練〉〔Test of Evasion〕に於いて、観察者は障害を吟味して自身の機転と能力を比較する必要が存在する。もしも障害が困難に過ぎるならば、その困難を迂回する道を求めよ。」

　「〈直面の試練〉〔Test of Confrontation〕に於いて、観察者は障害を吟味して自身の機転と能力を比較する必要が存在する。もしも障害が困難に過ぎるならば、その困難を迂回する道を探せ。……しかし、もしも迂回するための道が見つからないならば、その障害と直接に直面せよ。」
